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月の

地一質学

⑦

23.多角形クレｰタｰの性質

月面のクレｰタｰのなかでレイ1クレｰタｰとなら

んでもう1つ特徴的なものは多角形クレｰタｰとく

ぽ六角形のクレｰタｰである｡今回はこの種のクレ

ｰタｰについて論じてみることにしたい.

月面ぽ多角形クレｰタｰカミ存在することについては

すでに大分前から多くの人びとが気がついていた､

たとえばP･Puise㎜(1908)はこの問題について熱

心に論じた人の一人であるしF.C.La皿ech(1946)

は彼の作った月面図の中にひじように多くの多角形

クレｰタｰを記載している.その他KG総搬(五螂)

とかD.A1ter(王956)O,M1磁⑪u§ek(!9躯)といり

た人たちが注目し多角形クレｰタｰは月面の棚硝

構造に関係があることをとなえた.

このようにいく人もの人たちによって注賢害れて巷

た多角形クレｰタｰとはどんなものかいくつかの実例

をみることからはじめよう.

多角形クレｰタｰとしてもっとも目につきやすいもの

は月面の中央部近くにあるプトレメウス1クレｰ夢一

であろう.よくみるとプトレメウスの周壁はひじ変

うによくととのった六角形をしておりクレｰ弟一底の

平担なこととあいまってその特徴赫よくりかめ幕もの

第至閏ブトレメウス･クレｰタ軸とその周過

小森農螢

である､そしてプトレメウ孫の周辺の鈍較的大型

のクレｰ夢一をな淡めてみるお少なからず多食形をし

ているζと紀気づくであるう､すなわちアルフオン

.スス松ツバルクスアルバヂグ落ウ派プｰルバッハ

レギ球そン夢孫然双ル夢一済ランドルなどなど

をいっ花ぐ蕗いである苗慈らば南極近く紀彰るクラ

ビウス呼ギ第ス減ンゴ彩ン表ヌズ批篶愁大型の

典型的なクヲビウ異型クい一身一も少なからず多角形

をしているヨこれ酬期繭の周縁部にある花めふだ

んは楕円形随み克るかζ舵を球面ぽ投霧しで輿上か

らみ花形に直してみるを多角形をなしているこおがよ

くわかるものがある(第箆図参照)｡

蜜花ク汝一タｰの大型のもの坤琳ラッソイド&同

類星みなして愁ぷい危難の海の多角形は有名である由

むれも輿上か留み施形紀直してみる&蜜ζ美紀ふく

星ふのり花皿穴掬形悠なる(鶏3図)由爾の海の縁に

潜る有名な虻の入江愁準かげ恐は彪繍婁周壁の形は円

弧ではなく亜戎鏑形の一部の形をなしてい鳶肯

芯の波う紀多くのクレｰ労一凄稔はそれ紀類する

も酬捗掬彩しかもそ⑳多くは誉柵泌皿穴鏑形を

なしてい鳶忍あは乃花湯幼余飽のない議実な⑳である

秘ζの多鏑形夢レｰ夢一の性質悠幼､てつぎの裳つ

の璽繋な魚を指摘しておく必要添ある目

嚢ず籍王に恐れ畠多篤形ク汐一潔一はいずれも比

較的大型でクラビウス型クレｰタｰぽぞくしその生

成時代添陰ツパルクス代からプトレメウス代へかけて

の盲い鱒代(すなわち海の形成以前の時代)たとい

脅ζおで踏篇目

つぎはζれら多角形クレｰタｰの形(構造)は月

欝婁鰯クラビウスゾレｰ夢一(崖)とぞ牝薮真上からみた耕こ投灘しな

おした写真(宥)�
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欝§鰯彪灘め海(崖)をそ杓を算上からみ液紗こ毅欝しな潟し紀写輿(宥)

アルパイン峡谷のようなグラｰベン

状の谷地形小クレｰタｰの利多

くの断層やわれ目などいろいろの

線状構造(王玉nea血ent)がみられる.

そしてこれらのリニアメントは

特定の方胸性をもりたものが多い抽

そのうちもっともけんちょ松のは

北東一南頑方向と北酉一南東方向の

ものでとくに後者はよくめだって

いる(南北方向のリニアメントは弱

面の地質構造(とくにわれ濱構造)と密接な関係をもっ

ているというこをである｡

第王にあげた事実は多角形クレｰタｰの形成が時

代的に特有なものだということを意味しておりこれ

は前回にのべたコペノレニクス型のレイ1､クレｰタｰ

がやはり鴛ペルニクス代を中心とした時代紀生成した

(つまり時代的に特有なものである)という事実をあ

わ昔て重要なことである｡そして海の形成の時代

を境にしてその前後の時代でクレｰタｰの生成ぽ大

き校ちがいがみられることになりこのことはクレｰ

タｰの進化を考えるうえで重要な事実であると考えら

れる.

錦2のクレｰタｰの形が多角形なのは月面の地質

構造に支配されているから鶯という:事実も重要である｡

月面にはリル(r皿1e)とよばれる細長い溝状地形や

嚢

�
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杜

繁遂鰯周鰯のグリ夢ド｡シスヂム⑪P.Moore(i967)吾ζ

妻馨もの

クレｰタｰの形(外郭)はこのグ

リッド1システムに支配されていること秘多いのである.

そしてこのグリッド･システムの形成と多角形クレ

ｰタ畑の成因とがどう関係しあっているのかか大き

な問題となるのである.

諾は少し横道にそれて申しわけないが最近このよ

うな月面の線状構造が関心をも花れるようになり月の

構造地質学(Se1㎝otectonics)が発展しつつある.

たとえばイギリスのG.Fie1derなどはこの方面

の研究にひじょうに熱心でグリッド･システムをいろ

いろ細かく分類しているしソビエトの地質学者のなか

でもこの方面の問題にとりくむ人が増えてきた.花

とえ吾まIOA.ホダｰク(Xoハ服)はひじょうにく

わしい月面の地質構造(線状構造)図を発表し月面が

網の目のようなグリッド1システムでおおわれているこ

慈

.蝋.

欝餐鰯月面のグリッ芦朝シ渓テム②G山亙ie1der(工960)…ζ

蝸もの�
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匀

･N｡

繁6図月雨のグリッド･システム⑬A.鮎ab出｡▽(194宴)

によるもの

とを閉らかにしている.ホダｰクの図をみると多病

形クレｰタｰの形かグリッド･システムと深い関係に

あることかよくわかるのである.ところでこのよう

な月面の地質構造と深い関係をもった多角形クレｰタｰ

はどのよう虹して生凄れたのであろうか｡っぎに

その成因について考えてみることにしよう,

24.多角形クレｰタｰの成因

多病形クレｰタｰの成因を考えるうえで1つ注意を

要することは多角形クレｰタｰカミグリッド･システ

ムの支配をうけてはじめがら多角形の形態をもって生

まれ走のかそれともはじめは円形のクレｰタｰとし

て生凄れたものがのち紀グリ災将曲シ猟テムの発瀧を

&もぽ多鏑形に変形レ花のか批巧ζとである.

この闇題についてはすで脚渇いるの人秘意蒐をの

べている.とく紀α脇呈蔽獄直径概0㎞以下

の小窓いク汐一身一はグリ焚芦辞シ夙矛払の霧蓄ぷう

を資けていない秘蜘猿独以上の大藩いクレｰタｰはグ

砂ッド1シスヂムの影書幾多を資げてクレｰ孝一が変形

じ多偽形状をなしている登考免淀缶蜜花クレｰ身

一の内部にもグ災潔汽1シ渓労払のみとめられるもの

淋多いとし施｡ζ勅らの察実から彼は濠ず月颪紀

直径か蜘㎞1以上の大ク汐一夢一がつくられ(それは録

初は円形であった)つぎ熔グリッ～システムが発達

してクレｰタｰ淡変形し多角形クレｰタｰ秘生まれ

その後に今も丸い小クレｰタｰができたの想と考えた.

このような大クレｰタｰの形成(はじめは円形)叫

グリッド･システムの影きょうによる多角形構造への変

形という考えかたをする人はほかにも何人もみられ

るがはたして多角形クレｰタｰが二次的な変形によ

って生凄れたものなのであろうか.はじ｡めから多角形

の形をもって生葉れたと考えてほいけないのであろうか､

筆者は蜜ずこの点に大きな疑問をいだくものである.

そしてこの問題はこの種のクレｰタｰ(主としてク

ラビウス型の)が鰻宥の衝突によってできたものなの

か(すなわち外因的な成顧によるものか)塞たは

内因的な成因はよってできたものなのかといりた問題

に大きく関係してくると思われるものである.私は

多角形クレｰタｰは初生的なものであり内因的な成因

によって生蜜れ花ものである占強く舞える者の一人で

あるかつぎぽその理南を少しのべてみ托いと思う由

＼

へ

多角形クレｰタｰの大部分カミぞくするクラビウス型

クレｰタｰの大襲かな特徴についてはすでにのべた

(本誌1969年1エ月号の本稿4回目)が重要な点をもう

㌧

や“

第7図グリッ戸･システムと多角形クレｰタｰの関係

①アノり素ンズスから中央の入江にかはてゆ地蟻

A:アルブォンズスB:プトレメウス

C:パｰシェ〃D:フランマリオン

戸:リアウマ□

第壌畷ダリッドシステムと多角形クレｰタｰ

の関係

②芭焚バルタス苗クレｰタｰのばあい

(衆劔は怨搬の主方向)

寮妻9図ク,リッド岳システムと危繋蔭

の鞠≡の葵鏑飛歩梯套…隻との関係

A～Dは答状地形を示す�
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筋玉鰯

代講約匁タラど賞ス型ク

汰榊孝一の断簡願

D｡刈竜鮒(エ9§6)喜こよる

〉く

←

第工聰箇

タ疲ス岳ワイヤ舳土の総

±腰}朗1ぱ夢を辱麦ね婁

あいの棚蝸矢印は劉

ばりの方肉を示す

,一度あげてみよう｡すなわちこの型のクレｰタｰは

その直径槻00な蛾をご走る大型のもの秘多くまたその

直径の大きさにくらべれ凄穴の深さはひじぷうに浅い

といってよくRM0◎鵬もいっているように“穴と

いうより虹といったほうがよい屠のである血そして

クレｰタｰの底面は平担でしかもほぼ月面の曲率にし

たがってふくらんでおり周壁の内側は急斜面であるカミ

外側の傾斜は陸地の平面と区別かつかないくらいにゆる

やかである､RMooreの説明はたいへんわかりやす

いので少冷引用してみよう古

“プトレメウスのようなほぽ月面の中心部にある大きなクレ

ｰタｰでは皿のような形が従いへんよくわかる,プトレメ

ウスの直径は150良耐もあ肋葦周壁は床の底にくらべて500㎜

ほど高いだけであり外部の平原とくらぺれ凄もっと低いので

ある.この淀め一見おどろくぺ巷ごとかおこる.ブトレメ

ウスのようなクレｰタｰの中に立つと外輪山の内部にいるよ

うな気がしない一周壁が濠つ花く見えないのである.月は一

地球より小さいから表面の曲率は地球より大きくクレｰタ

ｰの周壁は地平線のかな淀にかくれてしまうから観測者はな

めらかな平原に登っているような気がするだろう.

クラビウスに仰､ても同じζ&がいえる､クラビウスの直径

は234k皿あり面積はスイスより広い.周壁は内部のいち凄

ん深いところから測れば5ヨ000mの高さがあるカ…この巨大な

円形劇場の中に立てば周壁はまったく見えないだろう."

第10図にはいくつかの代表的なクラビウス型クレｰ

タｰの断面図が示してあるが上にのべられたこととあ

わせて形態(構造)の特徴がよくわかることと思う.

このよ簑な形態(構造)上の特徴は何にくらべられ

るであろうか.クレｰタｰの鳳石成因論者はこの型

のクレｰタｰも隈石衝突によってできたと考えているカ婁

筆者はそのような考えにはひじょうに疑問を感じてい

る.このようなクレｰタｰ底がひじょうに平担で

月面の曲率にしたがっているような構造はたとえばア

リゾナのバリンジャｰ鰻石孔のようにふつうの底のま

るい膿石孔とは明らかに形態的･構造的に異なってい

るし隈石の衝撃による中心部のはね返り構造もみられ

ない.だいたいクラビウス型クレｰタｰには共通

→

工

した性質として中央丘はないのである.これらカミ本

質的ははサラッソイドや危難の海のような閉じた海と同

じものであるこ&とあいまってむしろある種の造構

的陥没平原である可能性がはなはだ強いのである.

さらにこれらのクレｰタｰの周壁の多角形構造力茎

げっして二次的な変形によるものではなく初生的なも

のであることを示す証拠カミある.それはたとえばプ

トレメゥスとアルブォンズスの関係である.この両ク

レｰタｰは第五図にみられるようにおたがいに周壁

の一部を典有している.それほちょうど蜂の巣の構造

のように六角形の一辺を共有しておりはじめからこ

のような形でしかも両クレｰタｰがおそらく同時に

(またはひじょうに接近した時代に)できたと考えざ

るを得ないのである.このような例はほかにもプｰ

ルバッハとレギオモンタヌスをはじめあちこちにみら

れるようである.月面のわれ目構造にはたしかにク

レｰタｰの形成後に発達したことのわかる新しいものも

みられるか多角形クレｰ身一の形成と機を一紀して

(というよりもむしろ多病形クk一タｰを生み出すよ

うな形で)発達し花ものも多いのである｡

それでは多病形クレｰタｰカミグリッド1システム

を中心としたわれ員構造にどのように関連づけられて

生まれたのであろうか｡まずグリッド1システムの

とくにNE-SW方向とNW-SE方向のわれ貫は月

面(月の地殻)にある種の張力(変形のストレス)カミ生

じた結果生まれたものでぱなかろうかとい登ことである古

たと免ば粘土のうすい層をワイヤｰ･クロスのう免に

のせこれを左右に引っぱると第11図のようなわれ目

模様を示すようになるがこのわれ目は月面のグリッ

ド掘システムのバタｰンとひじょうによく似ている.

このような例を参考にして考えると月面にはたらいた

引張りのカとは何であったろうか.一つの考えとし.

ては太古のむかしおそらく地球と月のあいだの距離が一

ひじょうに擦近していたころ地球の強烈な潮汐カカ茎月

繭に作用をおよぼしグリッド･システムを形成したので�
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はなかろうかということである.

ところカミただそれだけでは多角形クレｰタｰの形

成を説明することはできない.多角形クレｰタｰが閉

じた造構的陥没平原であると考えられることからグリ

ッド･システムの形成とともにそれにかこまれた地域

カミそっく資あまり破かいしないで陥没運動をおこ

したと考えることができる.そしてそれほ月の地殻

のごく表面の部分力咽化しその下部は溶融状態にあっ

てわれ目の生成や陥没かきわめて容易におこる状態に

あったことが推察されるのである.

ところで上にのべたようなことカ茎一般的におごって

クラビウス型の多角形クレｰタｰカミ生まれたとしても

なおかつ不思議なのはプレドメウスとか危難の海で代

表されるあまりにも形のよくととのった正六角形のグ

レｰダｰがいくつもみられることである､いくら交

差するグリッド･システムにかこまれてクレｰタｰがで

きたとしてもこうもきれいな形になるものであろうか.

そこで私はひとつの大抵な推理をしてみることにした

い｡じつは多角形の網目状の構造が熱対流によっ

て生ずることを明らかにした有名な実験がある.それ

はH｡ベナｰル(B6nard)カミ1900年にはじめておこなっ

たものでベナｰルの渦とよぱれているものである.

彼は厚さ8c皿直径20cmの鉄の円筒上に深さ

0.5～1㎜皿ていどの鯨ろうやパラフィンの膜をはり

下から水蒸気で加熱した.このさい上の膜は熱対流

第12図A.上からみたベナｰル剛筒

僅)【φ1

第i琶図B.ベナｰルの渦の横断面

のおこる流体層であり鉄の円筒は流体を下蘭から熱す

る熱源の役員をは施している率その結果つぎのこと

か判明した.

①熱しはじめると流体の底(鉄円筒に接したところ)に

上昇の帯芯秘不規貝雌で藩る｡ζれ赫摘の瞭心で彰義申

渦は急速はその数を讃し湖婁い紀衝突し変形する.衝

突すること1ζ緑綬鉛直な蟹かで慈壁の両側で渦の回転の

向きが逆になる.ごうして各滴あるいは細胞は多角

形に近づく｡渦の数秘多すぎると小姦い渦秘き克少な

すぎると大きいものか分製す篭｡ζのよう紀して上か

らみて四角形から七携形にいたる不規則な細胞ができる.

②さらに時間が淀っと同じ大意さの正六角形の細胞ができ

る.流体の粘性か小さすぎると外部からのむよう乱が

大きくひぴきまた粘性が大きすぎると紬砲相互間の作

用が小さくなりともに正六角形は得られない吉

正六角形渦は大へん安定である白流体は六魚形の中心で

上昇して周辺に海かい周辺で急に下降する､流体表面

の凹凸はベナｰルの実験では王枠以下であったかそれ

でも中心で低く辺の頂点で最も高いことがわかりた.

温度分布は中心で最も高く頂点で最も低い.したが

って温度を下げてゆくと最初頂点がっき忙辺が最後

に中心が凝結する(以上第12図a･b参照).

以上のようなわけで多角形細胞の構造(とくに六角

形綱胞)が熱対流によりてできることかわかっ花がこ

の原理を月面の多角形クレｰタｰの生成に適用してみよ

う｡

最近地球のマントル対流がはなばなしく脚光をあび

ているのに関連して月の内部での対流現象もいろいろ

と議論されている.しかしこζでとりあげるのは

そのような一般的な対流の議論とは少し異なっている｡

筆者はつぎのような可能性を一っ考免たいのである,

すなわち

①月のクラビウス型名痛形クレｰタｰの直径は亙00k臓から

300㎞ユ以内のものカ童多い,したがってこのようなクレ

ｰタｰは月面会俸では1つ五つが小奏な綱飽紀相娑する

(もっともサラッソイドは300～ら00k㎜海は互,000屋㎜

のオｰダｰであるからかなり大慈な細胞も考え簑る).

このような細胞が熱対流によ棚て生ずるならば月面下の

比較的激､層で(!00妊肌くらいの深さ嚢でで)溶融し花

物質が花くさんの対流摘をつくらね1まならない.

そのためには月の内部からの熱流が月の表層部に近い

部分収たまりこの部分が溶融する時期があ形花(なしろ

中心部は溶けなかっ花)と誇免なけれ陵ならない(第13図

参照).

④その時期は月の地質時代の少なくともヒッバルクス代か�
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ら海洋代にいたるまで各時代ごとに規模のちカミいこそ

あれいくつかの穀階にわけて存在したものと思われる.

以上のよう彼しだいである｡このような考えはま

ことに大まかで独断的なものであるかゆ乏に心ある

方からは一笑に付されるかもしれない｡しかし一応

1つの仮説として提出しておきたい.

じっはこのことに関連して月は中心部よりも外側

のほう秘溶けたと考乏たぼ多かっごうがよいこあを支

持する泰案があることはあるのである､

だと免は天文学的な計算(慣性能率の計算)から

月は内部より外側のほうが密度が高いということがいわ

れている,葉た最近ア潔樽n号か持ち帰?花月面岩

石の研究から月繭の岩石は密度3.2～3,49/cIn害のかん

らん岩質の岩石淋多くこれが月の平均密度(3.349/

C皿3)とほとんどちがわないかむしろ大きいことから

月の表層部にはかなり重い岩石が集まっているのでぱ

ないかといわれている.このことカミ事実だとすると

な昔月の内部には軽い岩石があり外側に重い岩石が集

まっているのかをうまく説明しなければならない.

そこで}つの考えとしては月をつくった原始物質が

蛇紋岩のような水を含んだ塩基性の岩石であると考える

とっごうがよいことになるのである｡すなわち月

の外側だけが溶けたとき水は逃散してより重いかん

らん岩質の岩石になったと考えればよいのである*.

*アポロ1工号が持帰りだ岩宥登分板し危結果では水はまった

く存在しないこ1とがわかっ花とい簑､この事実は重要であ

るが水がはじめから(マグマの段階か蔭)まったくなかっ

たのかあるいははじめは少しでもありだが月面の特殊

な環境ぽ長いあい怒害らされ花結果完全紀なくなってしま

ったのかは蓉澄議論の余地のあるところである皿今後の

研究に期待したい吉

以上多角形クレｰタｰの成因から少々請がずれてし

まった淡多角形クレｰタｰが内因的な成因をもっもの

であるということの論旨はわかっていただけたこと

と思う.

25.クレｰ参一の進化

いままでいくつかのタイプのクレｰタｰの成因につ

いて議論しできたがこれらの凄とめの意味もかねて

いろいろなタイプのクレｰタｰの生成が時代とともに

どう変化してきたかをながめてみるごとにしよう｡

そこでごく大ざっぱではあるが月の各地質時代に

おけるクレｰタｰの型の分布を図表にえがいてみた(第

14図地質時代の区分はA七γ蛆登baた｡vのものによ

い表層部

溶けてたく'さんの

対流渦を生ピ

た部分

第13図

月の内部の対流の

なかった部分おこりかた

る)｡これをみると冬型のクレｰタｰの形成には

かなり時代的な特徴カミあらわれていることがうかがわれ

る出ただしこの図表はまことに大まかなものであっ

て試案の域を出ないものであることをおことわりして

おぎたい｡

ではこの図表をもとにして月面のクレｰタｰの進

化をだどってみることにしよう.

く第1の段階>クラビウス型のクレｰタｰの形成を主とする時

代(ヒッバルクス代一プトレメウス代)

月の地質時代の初期(主としてヒッパルクス代)には

月の表層部に熱流がたまりかなり溶融のおこる･部分が

できた.このようなところでの溶融層の対流運動や

地球の強い潮汐カの結果発達したグリッド･システムの

構造線に支配されて大規模な陥没運動カミあいつぎク

ラビウス型の多角形クレｰタｰが多数生成した.そし

てこのような作用はつぎのプトレメウス代へ引きつ

がれていった.

く第2の段階〉クラビウス型クレｰタｰとコペルニクス型クレ

ｰタｰの共存形成を主とする時代(プトレメゥ

ス代を中心とした時代)

第ヱの段階をすぎるとクラビウス型クレｰタｰのう

ちのやや規模の小さいプトレメウス･クレｰタｰなど

の形成とコペノレニクス型クレｰタｰの形成とか共存す

る勝代となる.この時代にはクラビウス型クレｰタ

ｰの形成に必要な環状の造構的陥没運動カミおこるいっ

ぽう火山作用もかなり発生し火口やカノレデラ状の地

形がつくられ花.たとえば月面の中央近くでアノレ

フォンズ糸の南にあるアノレザヅケノレはブトレメウス代

の比較的吉いクレｰタｰであるがコペルエクス型の

特徴をよくそなえていて火山作用の結果できたことを

物語っている由またアルブォンズスなどはプトレ

メウスとアルザッケルのちょうど中間型を示している.�
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策14図月の地質時代における各種クレｰタｰの時代舟布図

〈第3の段階〉大環状地形である海の形成の時代(海洋代を中

心とする時代)

月面のクレｰタｰが形成されていく過程で超大型の

環状地形である海の形成という特異な一時期カミある.

これは基本的にはクラビウス型クレｰタｰあ同じく

造構的陥没運動によるものであるがその規模が雄大で

あることと陥没したあとに大量の溶岩(あるいは砂層

流)があふれ出しそこをうめつくした点でふっうの

クレｰタｰとは異なっている｡海の中にみられるアル

キメデス型クレｰタｰやいわゆるまぼろしクレｰタｰ

はこの時期に既成のクレｰタｰが溶岩流や砕層流に

埋もれてできたものと考えられる.なおKh北放w

によると海の形成はプトレメウス代に先立つアノレタ

イ代にはじまるということであるがこれについてはい

ろいろ問題カミ感普られるのでここではふれないでおく.

〈第4の段階>クラビウス型クレｰタｰの形成が影をひそめ

コペルニクス型クレｰタｰの形成淋中心となる

時代(コペルニクス代を中心とする時代)

とはできないであろうか串

なおいままでふれていなかった添おそらく最古代'

から現棋代までを通じて刀自身の活動とは別に膜石

孔も多数形成されたことを考えないわけにはいかない

であるう吐これらは古いものはすでにクレｰタｰの

原形が失なわれているものも多いであろうが比較的新

しいものは現世代のランダムに分布する余ウル型クレ

ｰタｰのようにはっき沙残されていると考克ることカ重

できる､

さていままでのべてきたように月面のクレｰタｰ

の形成にはある一定の規則的な歴史があることがわか

った苗すなわちごく大蜜かにいえばクラビウス型

クレｰタｰから賞ペルユクス型クレｰタｰ1ζいたる進化

である.このように月薗のクレｰタｰの形成に一定

の進化の歴史がありけりして偶然的松要素紀よってだ

け形成の歴史カミ組立てられるものではないをいうこと

がいえるのは月の歴史を解明していくうえに重要なこ

とではないだろうか曲

次回には月繭における火山活動の誇問題をまとめて

述べる予定である,(纂者は東京都立籏蔵高校教諭)

この時期にはコペルニクス型クレｰタｰの形成添さ

かんになりそれに付随してボウル型クレｰタｰ(内因

的成因によるもの)も多くつくられた.月繭の大規模

な火山作用はこのコペノレニクス型クレｰタｰの多数の

形成をもって頂点にたっしこのあと患遠におとろえて

いったものと考えられる.

コペノレニクス型クレｰタｰの中でも形の新鮮なもの

ほどレイ(輝条)をもっているという事実はレイが

火山活動のある種の末期的現象の産物であると考克るこ
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